


＜講師・講義内容＞

○13:30～ 開講

医学系研究科
脊椎骨関節再建外科学講座

准教授

 

宮本

 

敬
（みやもと

 

けい）

○13:35～14:15 腰痛の治療と自己管理

医学部附属病院
整形外科

臨床講師

 

松本

 

和
（まつもと

 

かず）

“ひざの痛み”を引き起こす変形性膝関節症は，

 

日本では４０歳以上の男女の６割に存在するという

 

報告もあります。ひざの痛みがあると階段の上り下

 

りや入浴，トイレなど様々な日常生活動作に支障を

 

来します。“ひざの痛み”など関節痛が原因で，介護

 

が必要になる方は全体の２割を占めるともいわれ

 

ています。本講座では，将来介護が必要にならな

 

いためにも，この“ひざの痛み”をどのように予防す

 

ればいいのか？そして、“ひざの痛み”がおきた場

 

合にはどのようにつきあえばいいのかをご紹介し

 

たいと思います。

○14:15～14:55 上手につきあう膝の痛み

国民の殆どが一生に一度は腰痛に苦しむ時期

 

があると言われているほど腰痛は頻度の高い症

 

状であり，その原因は様々である。腰痛症状を有

 

する人の中には“なぜ痛いか？”，“どこに行って

 

診てもらえばいいか？”，“なかなかよくならない

 

が今の治療が本当に適切なのか？”，“腰痛に対

 

して自分で管理できることはないか？”等の悩

 

み・疑問をかかえている場合が少なくないのが現

 

状である。腰痛をきたすさまざまな疾患について

 

概略，正確な診断のためには専門医療機関受診

 

が必要なことについてご理解をいただきたい。ま

 

た，身近なことから，自分できる腰痛の管理方

 

法・予防方法についても紹介したい。



○15:10～15:50 放っておくと怖い骨粗しょう症
医学系研究科
整形外科学分野

准教授

 

大野

 

貴敏
（おおの

 

たかとし）

骨粗鬆症は，骨強度が低下し骨折しやすくなる

 

骨の病気です。骨粗鬆症になると，鬆（す）が入っ

 

たように骨の中がスカスカの状態になり，骨がも

 

ろくなってしまいます。その結果，わずかな衝撃

 

でも骨折をしやすくなります。
骨粗鬆症は生命をおびやかす病気ではありませ

 

んが，骨折により要介護状態になる人は少なくあ

 

りません。やっかいなことに，骨粗鬆症は自覚症

 

状の乏しい病気です。背中が丸くなる，身長が縮

 

むといった症状は，徐々に起こるため，なかなか

 

病気であると気がつきません。したがって，気が

 

ついたときには病状がかなり進行していたという

 

ことも多いのです。今回の講演では，骨粗鬆症の

 

症状，予防法，治療法などを解説いたします。

○16:20～ 閉講

○15:50～16:20 質疑応答 ・

 

総合討議

○14:55～15:10 休憩
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